
ほうじよう 

ボランティアグループの汗の結晶「学林館」完成 

町のあれこれ 2 

暑い夏に 4 

国保の改正について 5 

こんにちは保健婦です・‘ 

くらしの情報コーナー・・・・ 

昭和30年に方城中学校の在校生により植林され 

た学校林の間伐材を利用して、「ログハウスを作る 

会」のボランティアにより作業が進められていた 

ログハウスが完成し、8月名日に落成式が行われ 

ました。落成式には当時の倉石文夫町長も老体に 

むち打ち参加されました。 

なお、このログハウスは今後、朝市や学校教育 

の森林学習の教材として使われる予定です。 
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自
分
た
ち
が
使
”
っ
道
は
 

自
分
た
ち
の
手
で
き
れ
い
に
 

ー
東
古
門
常
会
が
道
路
愛
護
で
 

建
設
大
臣
表
彰
受
賞
ー
 

21世紀のヒーロー・ヒロインたち 
県道清掃中です 

建
設
省
で
は
、
道
路
の
意
義
や
 

重
要
性
に
対
す
る
国
民
の
道
路
愛
 

護
精
神
を
高
め
る
も
の
と
し
て
、
 

昭
和
 61 

ル
落
「
か
ら
8
月
 10 

日
を
「
道
 

の
日
」
と
定
め
、
国
民
的
運
動
を
 

展
開
し
て
い
ま
す
。
 

東
古
門
常
会
で
は
、
平
成
元
年
 

か
ら
年
2
回
環
境
戴
」
備
を
目
 

的
と
し
て
道
路
浩
爆
蒼
 

ど
を
行
っ
て
お
り
、
 

そ
の
ほ
か
老
人
 

会
や
子
供
会
、
 

婦
人
会
で
も
除
草
作
業
や
空
き
缶
 

拾
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
功
 

績
が
認
め
ら
れ
て
、
今
年
の
「
道
 

の
日
」
の
前
の
8
月
8

日
に
田
川
 

土
木
事
務
所
で
感
謝
状
の
贈
呈
式
 

が
行
わ
れ
、
仲
谷
松
男
区
長
が
代
 

表
し
て
受
賞
し
ま
し
た
。
 

今
回
の
表
彰
は
、
全
国
 34 

都
道
 

府
県
で
福
岡
県
で
は
一
町
だ
け
で
 

し
た
。
 田

川
土
木
事
務
所
長
よ
り
 

表
彰
を
受
け
る
仲
谷
松
男
区
長
 

21 

世
紀
は
あ
な
た
た
ち
の
時
代
で
す
 

ー
成
人
式
開
催
ー
 

今
年
も
夏
の
成
人
式
が
8
月
 15 

日
に
 

行
わ
れ
、
m
人
の
新
成
人
（
出
席
者
 78 

人
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。
 

成
人
者
を
代
表
し
て
、
魔
渡
勝
君
が
 

「 20 

年
間
育
て
て
く
れ
た
親
に
感
謝
し
 

一
歩
一
歩
前
進
し
て
行
き
た
い
」
と
誓
 

い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

講
演
会
で
は
、
R
K
B
毎
日
放
送
報
 

痘

題

 

一

 

ニ
土
せ
紀
の
あ
か
た
へ
】
 

溝
納
富
昌
子
氏
級
異
難
～
「
一
 
RKBニユースキャスターの納富昌子さん 

道
部
の
解
説
委
員
で
あ
り
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
 

ス
タ
ー
の
納
富
昌
子
さ
ん
が
「
m
世
紀
 

の
あ
な
た
（
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
 

た
。
納
富
さ
ん
は
、
 
21 

世
紀
に
社
会
人
 

と
し
て
輝
き
始
め
る
新
成
人
に
、
 
21 

世
 

紀
を
前
に
し
て
社
会
が
病
ん
で
い
る
状
 

況
に
あ
る
と
訴
え
、
人
生
の
指
針
を
持
っ
 

て
生
き
ぬ
く
こ
と
と
、
ま
た
同
じ
筑
豊
 

人
と
し
て
筑
豊
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
し
よ
 

く
し
て
も
ら
い
た
い
と
語
っ
て
い
ま
し
 

た。 
記
念
撮
影
の
後
に
恩
師
と
の
懇
話
会
 

も
行
わ
れ
、
懐
か
し
い
ひ
と
と
き
を
過
 

ご
し
ま
し
た
。
 

県指定を受けた大スギ 

同和問題にご理解を 

嚇鵬鵬~籍線‘線裏粧藻轍嚇遥鱗＃~湖爵算轟馴謝●鵬綿琳峯臨卿爵綿難籍報兼嚇琳琳鵬議響＃●爵‘譲鵬峯事臨離8琳琳熱舞琳鱗購誹廿欝 

「障害者プランの策定」ば 
急いじゃらんね 

―福祉講演会開催― 

6月29日に保健福祉センターで、八女市の市会議員山 

下恭平さんの福祉講演会が行われました。 

山下さんは、ポリオにより身体障害者になり車椅子生 

活になりましたが、「住みよい町づくり」を掲げ市会議員 

として、ノーマライゼーションをめざした町づくりを行っ 

ています。 

講演では、議員になってから障害者として困ったこと 

などがおもしろおかしく話され、また、講演の後には自 

作自演の曲が演奏されました。 

意見発表の場では、障害児を持つお母さんが「今日の 

講演を聴いてとても勇気づけられました」と涙ながらに 

話していました。 

炭焼きの技術に魅せられて 
糾舞陣「嚇緯嚇雌鱗瞬難…鱗議藻鵬麟曹ー報雄尋三i加縄泉柵姦轟耕競一一舞報響「「鱗縄‘ミミ尊「『「「「「三農繊一井井「一一細嚇鵬兼蛾報 ’「1’「「「「「「「「「「淋 

→ ―了一 盛 ，~ ~ー~ ~ ~■‘ ~ ■ ~ ~ 」」」』一一 ‘~ー~ 

I 保首所を利用して農菜世修所 

I （ふるさと館）オーフン 

I 

I 

広谷に住む高津頼光さんは、10年ほど前に炭焼 

きの技術を学び炭焼きを始めました。 

今年は、雑木を4トン車1台分入れ込み6月21 

日に火入れをしました。煙の色の変化を見ながら、 

煙が青色に変わって煙がでなくなったところで入 

り口をふさぎ、 1 週間から10日でできあがります。 

高津さんは、「カシやクヌギの木が、いい炭がで 

きます」と話していました。 

今年3月に閉園した町立第2保育所の施設を利用 

して、農業研修所（ふるさと館）が開設されました。 

農業関係の研修のみならず、いろいろなサークル 

や団体でも利用できます。（使用料が必要です） 

利用希望者は、下記へ連絡してください。 

方城町農業総合プロジェクト推進委員会事務局 

倉石秀美合(22 ) 4693 、または方城町役場 

産業課農林係合(22 ) 0520 内線212 

嚇
喜
事
喜
喜
峯
】
W
峯
 

岩
屋
権
現
の
大
ス
ギ
が
県
指
定
に
 

岩
屋
権
現
の
大
ス
ギ
が
、
7
月
 25 

日
 

天
然
記
念
物
と
し
て
県
の
指
定
を
受
け
 

ま
し
た
。
 

こ
の
ス
ギ
は
、
樹
高
約
 36 

メ
ー
ト
ル
 

根
元
周
囲
 65 

メ
ー
ト
ル
で
現
在
も
な
お
 

成
長
し
続
け
て
い
る
と
思
わ
れ
、
樹
齢
 

も
予
想
よ
り
低
い
の
で
は
な
い
か
と
推
 

講賓会 
報霧lりI慧I響 

「警ー脱濃 豊「 
ー 、 

I 
農業研修所になった旧第2保育所 

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
。
ニ
百
生
く
四
百
年
）
 

今
回
、
指
定
の
対
象
に
な
っ
た
理
由
 

は
、
在
来
品
種
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
ず
 

実
生
に
よ
り
繁
殖
し
た
も
の
と
考
え
ら
 

れ
、
貴
重
で
あ
る
こ
と
か
ら
保
存
さ
れ
 

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

弾母量臓吾尋，瑠丑敏mm臓舞舞与厭議舞証護柾，医g謝薄菩首遣窮麟需，＃蝋B笠音音級え電価凝詳響酬胃爵響粥詳弾津舞証尋舞舞召m敏驚●え臓暑旺t廠●t革幸 

手話通訳もあった福祉講演会 できあがった炭を持つ高津頼光さん 

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
 

が
終
わ
り
ま
し
た
 

7
月
は
同
和
間
啓
発
強
調
月
間
で
し
た
。
 

そ
の
催
し
の
内
容
及
び
参
加
者
は
次
の
と
 

お
り
で
し
た
。
 

街
頭
啓
発
 

町
内
十
カ
所
 

講
演
会
 

約
三
百
人
 

ふ
れ
あ
い
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
小
・
中
・
 

高
校
生
 

約
三
百
人
 

映
画
の
集
い
 

約
百
人
 

就
学
前
教
育
講
演
会
 

約
五
十
人
 

学
校
教
育
部
会
研
修
会
 
約
七
＋
人
 

婦
人
会
幹
部
研
修
会
 

約
二
十
人
 

同
和
問
題
は
あ
な
た
の
問
題
で
も
あ
り
、
 

わ
た
し
の
問
題
で
す
。
町
内
の
子
ど
も
た
 

ち
も
人
権
の
大
切
さ
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
学
 

ん
で
い
ま
す
。
次
の
機
会
に
は
、
ぜ
ひ
あ
 

な
た
も
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

方
城
町
教
育
委
員
会
同
和
教
育
係
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9'. (黒%*t)でお医者さんにかカ1,f、, 

携範かかるー部負担が創設さIC1 
新しく「外来の薬剤にかかる一部負担」が設けられました。 

入り吉事雪、一薬剤の，者負押警口負担？史E令吉れ了りきと在。 外来の， 
-7 回の収止では、これに刀日えて外米（仕毛医療を含む’で側種類 ー部負主 

の薬を何日分投与されたかによって、一定の額を負担するしくみ 

になりました。 ●内服薬（1日につき） 

対象とならない薬 

●入院したときの薬剤 

●注射、検査、処置、手術等の際に使用される薬剤 

対象とならない方 

●6歳未満の乳幼児 

●住民税非課税世帯とうで老齢福祉年金を受けている方 

外来の薬剤にかかる 
ー部負担（投薬ごと） 

1 種類 2 -3種類 4 -5 種類 6種類以上 

0円 30 円 60 円 100 円 

●外来薬と頓服薬については、上記の金額とは別に計算します。 

外来薬（湿布、目薬など） 

1種類50円、2種類100円、 
3種類以上150円 

70歳（ー定の障害のある人は65歳）以上になると、 
「老人保健制度」でお医者さんにかかります。 

頓服薬（解熱薬、鎮痛薬など） 

1 種類につき10円」 

お医者さんにかかるとき、薬をもらうときには、「保険証」と「健康手帳」「医療受給者証」を 

必ず提出してください。 

複数の医療機関から同じ薬を受け取ったり、 2種類以上の薬の相互作用で副作用がおきたりす 

ることを防ぐため、「健康手帳」に医療の記録を行います。 

蒙蕪薫(鷺麟薫範 

蕪蕪ミ蘭夢譲範1か見工020員 
平成9年9月1日から 1回につき500円 

ただし、1か月に4回（2,000円） 
を限度として、ひとつの医療機関ごと 
に支払います。 
総合病院では各診療科ごと、医科と歯 
科では別々に支払います。 
平成11年より医療費の伸びに応じてス 
ライドします。 

入院 

('‘二「，」な」jm 月に？ぎて 000 F] 
入院日数分支払います。
平成10年度 1日1, 1 00円 
平成11年度 1日1,200円 
住民税非課税世帯等で老齢福祉年金を 
受けている方は1日500 円を入院日 
数分支払います。（平成9年8月31日ま 
では1日300 円を2か月を限度とし 
て支払います。） 

く雄煎襲蕉議難と三礁葉嵐難麟鳶E薫難 :)蔑 
纏醸韮筋く茅艦誼〕葛道ミ0頭亘熊.難とI熱I気薫殖麟蕪驚熱蕪薫鷺薫薫こ二〕 

ワー きれいだなあ 1発逆点だーい 

／一.-.- Iロ一一一斤 ＝I L ー ロハー“一 ＋ノ［コー＝r ，ー 居＋ 
円」」L休月どJTvノ耳ニ長ツ亡刀、ノJ1乙J口サ4」犬1木肖EITに果よ 

り、キャンプファイアーをしました。 

誓いのことばとして大きな声で「強い身体とやさ 

しい心で、みんな仲良く頑張ります」と約東し、そ 

の後バイキングの食事をして、ゲームやフオークダ 

ンスをしました。 

最後に打ち上げ花火を見て歓声が飛び交い、楽し 

いタべのひとときを過ごしました。 

 ノ 

7月27日に開催される予定でした子どもソフトボー 

ル大会は、台風9号の影響により予備日の8月3日 

に夏空の下15チーム参加で開催されました。 

開会式終了後、各会場に分かれて、日ごろの練習 

の成果を十分発揮し、熱戦が繰り広げられました。 

今年の成績は、次のとおりです。 

優 勝 中古門子ども会 

準優勝 春田子ども会 

三 位 久六子ども会 
三 位 東古門子ども会 

町立保育所キャンプフアイアー 
楽しみました 

こどもソフトボール大会 
頑張りました 

夏
 

、 

声 
てみました 

野外映写会 
学びました 

教師の作文指導研修会 

プうHー 
外で見る映画も楽しいね わかり易く楽しい授業だね 

麺処弁天では、毎年開店記念日（2月10日）の売 

り上げを福祉のために寄付していましたが、今年は、 

子どもたちに夢を与えたいという趣旨で7月19日に 

弁城小学校グラウンドで「眠れる森の美女」の野外 

映写会を行いました。 

日が暮れるのを待って映画が上映され、自分たち 

で持ち寄ったシートを思い思いの場所にひき、家族 

や友だちどうしで楽しい映画鑑賞が行われました。 

また訪れた人たちには、昨年、子どもたちが作っ 

たお米を使った力レーライスが振る舞われ、おかわ 

りをする人でにぎわっていました。 

／一 一一 一 「一 ， 」 一一 I 一一 IL l 山ー → 一 一 ー 

ノ月Z4口 I 豊かな表現刀乞月む作xナ百2尋についに」 

と題した、北海道教育大学の野口芳宏教授の講演会 

及び公開授業が方城町町民体育館で行われ、田川郡 

内の小学校の先生約百人が集まりました。 

公開授業を行った5年2組の子どもたちは、新聞 

を使って思ったことを一言で書いて行く作業から、 

作文にしていく授業に吸い込まれていました。 

参加した先生たちも、作文指導の権威者の授業の 

こつを自分の授業に取り入れようと、熱心にメモを 

執っていました。 

 ノ 

▼
町
を
よ
ご
さ
な
い
で
 

最
近
、
林
道
や
河
川
敷
、
道
路
敷
の
 

不
法
投
棄
が
非
常
に
多
く
、
深
刻
な
間
 

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
さ
れ
 

た
ゴ
ミ
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
 

環
境
汚
染
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
 

問
題
の
解
決
策
と
し
て
は
、
町
民
の
皆
 

さ
ん
の
モ
ラ
ル
に
つ
き
る
と
思
い
ま
す
。
 

方
城
町
を
住
み
よ
く
、
美
し
い
町
に
 

す
る
た
め
に
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
 

力
が
必
要
で
す
。
 

み
ん
な
の
手
で
美
し
い
町
に
し
て
い
 

き
ま
し
よ
う
。
 

不
法
投
棄
を
行
っ
た
場
合
は
、
廃
棄
 

物
処
理
法
に
よ
り
6
カ
月
以
下
の
懲
役
 

ま
た
は
、
 
50
 

万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
 

ら
れ
ま
す
。
 

9
月
 18 

日
（
木
）
か
ら
 

9
月
 24 

日
（
水
）
ま
で
 

県
下
一
斉
ご
み
の
不
法
投
 

棄
防
止
週
間
 
です 

コ 
常
会
名
が
変
わ
り
ま
し
た
 

「
東
長
浦
常
会
」
が
6
月
 20
 

日
か
ら
 

「
東
ケ
丘
常
会
」
に
な
り
ま
し
た
の
で
 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

r
 

L I 
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困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
 

お
風
呂
や
ト
イ
レ
●
・
・
 

人
生
 80 

年
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
 

た
昨
今
、
方
城
町
で
も
約
5
人
に
1
人
 

が
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
長
年
使
 

う
と
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
が
故
障
す
る
よ
 

う
に
、
人
間
の
体
も
あ
ち
こ
ち
が
弱
っ
 

て
く
る
の
は
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
。
 

特
に
、
お
風
呂
や
ト
イ
レ
の
と
き
は
、
 

段
差
が
あ
っ
た
り
、
す
べ
り
や
す
か
っ
 

た
り
し
て
、
困
っ
て
い
る
方
も
多
い
の
 

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
ん
な
時
、
 

例
え
ば
膝
が
悪
く
て
全
く
正
座
出
来
な
 

い
方
が
お
風
呂
に
は
い
る
時
に
は
、
洗
 

い
場
で
座
る
こ
と
の
で
き
る
脚
の
高
い
 

イ
ス
を
使
っ
た
り
、
足
が
不
自
由
で
ト
 

イ
レ
ま
で
行
く
の
が
困
難
な
方
は
、
廊
 

下
に
手
す
り
を
付
け
た
り
、
部
屋
に
置
 

く
こ
と
の
出
来
る
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
 

を
使
用
す
る
こ
と
で
、
本
人
は
も
ち
ろ
 

ん
家
族
も
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
 

で
き
ま
す
。
そ
の
他
介
護
用
品
な
ど
、
 

介
護
全
般
で
困
っ
て
い
る
時
に
は
、
保
 

健
婦
が
実
際
に
家
庭
を
訪
問
し
て
相
談
 

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
家
 

を
新
築
し
た
り
改
築
し
た
り
す
る
時
は
 

も
ち
ろ
ん
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
 

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

音
（
2
2
)
5
1
0
1
 

保
健
福
祉
 

セ
ン
タ
ー
 
保
健
婦
 
岩
本
・
松
田
ま
 

で
 

ー

，

 

】
 

◇◆◇子育てサークルに入ってみませんか◆◇◆ 
地域子育て支援センターが開設して、 6カ月が経ちました。 

今では、18組（38名）の親子がセンターを訪れています。 

6月からミニクラブ2回、七タ会、ミニ講演会、おやつ作りなどの活動をして 

きましたが、いずれも大好評でした。 

7月の終わりには、お母さんたちだけのサークルもでき活動しています。 

一方、子どもたちも回を重ねるごとに友だちと慣れ、支援センターへ来るの 

を楽しみにしてくれるようになりました。 七タ会もしました 

' 
■とき】平成9年1〇月24日（金）8】40~11 】30 

1〇月25日（土）8:40'--11 】30 

1〇月26日（日）8】40~1 1 】30 

1〇月27日（月）8】40'-11 】30 

1〇月28日（火）8】40' 11】30 

■ところ】方城町立保健福祉センター 

■対象】40才以上の町民 

(3 〇代女性は婦人ガン検診のみ受けられます） 

「
 

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
お
子
さ
ん
 

と
一
緒
に
ぜ
ひ
一
度
、
支
援
セ
ン
タ
ー
 

（
遊
び
に
い
ら
つ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。
 

⑥
毎
月
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
予
定
し
 

て
い
ま
す
。
 

⑥
参
加
費
は
無
料
で
す
。
 

⑥
 10 

月
に
は
、
大
き
な
講
座
も
開
く
 

予
定
で
す
。
 

母
親
サ
ー
ク
ル
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
 

方
は
、
リ
ー
ダ
ー
〔
山
口
美
樹
さ
ん
雪
 

(
2
2
)
4
3
2
9
〕
ま
た
は
、
当
セ
 

ン
タ
ー
（
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

一A報‘三4l1 
みなさん子育てサークル 

の仲間に入りませんか 

協
力
園
（
所
）
も
園
庭
開
放
し
て
い
ま
す
 

中
央
保
育
所
（
水
）
 

第
1
保
育
所
（
木
）
 

ぎ
ん
な
ん
保
育
園
（
金
）
 

す
ず
ら
ん
保
育
園
（
火
）
 

子
育
て
の
悩
み
な
ん
で
も
お
気
軽
に
ど
 

う
ぞ
 

電
話
「
F
A
X
」
（
2
2
)
2
4
0
1
 

電
話
相
談
（
月
5
金
）
9
時
5
 16 

時
 

来
所
相
談
（
月
5
金
）
9
時
5
 16 

時
 

訪
間
相
談
（
火
）
 

10 

時
5
 16 

時
 

公営住宅制度が変わります 

平成8年にできた「公営住宅の一部を改正する法律」では、 

本格的な高齢化社会をにらんだ福祉政策との連携の強化、 

さらには入居者資格改正や収入状況に応じたきめ細かな家 

賃設定など、さまざまな改善策が折り込まれています。 

新公営住宅制度は皆さんの日々の生活に直接かかわる大 

な制度です。 その趣旨を理解し、よりよい公営住宅の現 

にご協力をお願いします。 

◆改正のポイント 
1 高齢者や障害者世帯は入居者資格が緩和され、より入居し 

やすくなります。 

2 社会福祉事業に公営住宅が活用できるようになります。 

3 地方自治体の自主的な政策に対し、裁量の幅を拡大した内 

容となっています。 

家賃制度について 
現行制度では、入居者の収入が減少しても家賃はー定のまま 

で、定年退職などの収入の変動に対応できませんでした。 

新制度では、入居者の収入や住宅の規模、立地条件、築年数 

などに応じて毎年きめ細かな家賃を設定します。 
また、適切な家賃設定をするため、入居者に毎年度の収入申 

告をじていただきます。 
※町の公営住宅では、平成加年4月から新制度が適用されます。 

問い合わせ 方城町役場建設課 住宅係 公(22) 05 

20 内線234 

■料金】男性中22〇〇円 

女性=29〇〇円（3〇代女性は70〇円） 

①基本健診とガン検診をセットしています。 

（治療中の方などは項目を選ぶことができます） 

②国保加入者、7〇才以上、生活保護世帯、非課税 

世帯の方は無料です。 

■申し込み】平成9年1〇月1日（水） 

~1 〇月23日（木） 

保健福祉センター（容22-5101) まで 

（定員になりしだい締め切りますのでお早めにどうぞ） 

知
っ
て
い
ま
す
か
？
 

こ
ん
な
に
ト
ク
す
る
 

各
種
制
度
 

そ
ん
な
時
に
利
用
で
き
る
の
が
、
老
一
 

人
日
常
生
活
用
具
や
身
体
障
害
者
日
常
一
 

生
活
用
具
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
こ
れ
は
、
一
 

在
宅
で
生
活
す
る
と
き
に
使
用
す
る
こ
ー
 

と
の
多
い
品
目
を
給
付
す
る
も
の
で
す
ー
 

が
、
こ
の
制
度
を
知
ら
な
い
方
が
非
常
一
 

に
多
い
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
覚
え
ー
 

て
お
い
て
く
だ
さ
い
o

た
だ
し
、
心
身
一
 

の
状
態
に
よ
っ
て
該
当
し
な
い
方
や
、
 

一 

所
得
に
応
じ
て
自
己
負
担
額
が
違
い
ま
ー
 

す
の
で
、
役
場
福
祉
係
ま
で
ご
相
談
く
ー
 

だ
さ
い
。
 

一 

●
老
人
日
常
生
活
用
冥
給
付
等
 
謙
 

事
業
の
対
象
品
冒
 
一 

懲
動
ベ
ン
ー
ド
、
マ
ツ
ト
レ
ス
、
工
ア
ー
ー
 

パ
ッ
ト
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
才
レ
、
車
椅
一
 

子
、
入
浴
補
助
用
具
（
浴
窒
の
手
す
り
、
一
 

イ
ス
、
す
べ
り
ど
め
マ
ッ
ト
な
ど
）
 

一 

歩
行
支
援
燈
具
（
手
す
り
、
ス
ロ
ー
プ
、
一
 

歩
行
器
掻
ど
）
、
そ
の
他
 

一 

救急の日のつどい 
日時 9 月9日（火） 

午後1時～4時3〇分 

場所 添田町「オークホール」 

行事 イベント 福岡県警察音楽隊、 

力ラーガード隊 

講 演 「災害の教訓として」 

鐘ケ江管一（前島原市長） 

蘇生法の実技講習もあります。 

※ 皆さんお誘いのうえ、ご参加＜だ 

さい。（記念品があります） 

問い合わせ先 田川保健所総務企画課 

公(44 ) 0666 

' 

昨年の総合健診のようす 昨年の救急の日のようす 

， 」 ， ‘ , , ' , ‘ ， 」 , 
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下
田
川
地
区
老
人
大
学
 

俳

句

教

畠

 

講
師
 
池
田
一
歩
選
 

止
る
た
び
熱
気
乗
込
む
冷
房
車
 

桑
野
 
園
女
 

青
田
見
る
こ
、
ろ
青
田
を
見
比
べ
て
 

鈴
木
秋
風
子
 

陶
土
鴇
く
音
に
紛
れ
ず
河
鹿
鳴
く
 

野
ロ
て
い
子
 

梅
雨
寵
司
馬
文
学
に
魅
せ
ら
れ
て
 

石
橋
 
勝
己
 

轟
き
て
天
地
鎮
め
の
は
た
た
が
み
 

原
田
 
文
義
 

願
ひ
ご
と
七
タ
竹
を
重
く
し
て
 

永
末
 
公
恵
 

山
分
け
る
滝
一
筋
の
高
さ
か
な
 

野
村
 
鈴
子
 

老
驚
の
声
に
誘
は
れ
朝
散
歩
 

浦
野
 

蓮
 

周
り
よ
り
色
見
せ
初
む
る
額
の
花
 

倉
本
ま
り
子
 

イノシシ駆除実施 

駆除期間 9月1日（月）~ 

10月31日（金）の 

日の出から日の入 

りの間 

駆除区域 町内の中山間地 

※期間中は危険なため、中山間地 

に行く場合は注意をしてください。 

弁護士による 
無料法律相談会 

●日時 10 月9日（木） 
午後1時～4時 ’ 

■場所 方城町社会福祉協議会2階 

年に1回の弁護士の法律相談です。 

相談料もいりませんので、お気軽に 

ご相談ください。 

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
ー
 

検
察
審
査
会
 

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の
 

犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁
 

に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
 

起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
 

満
を
お
持
ち
の
方
は
検
察
審
査
会
に
ご
 

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
や
申
し
立
て
に
 

つ
い
て
の
費
用
は
一
切
無
料
で
、
秘
密
 

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
 

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有
す
 

る
一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
 

ば
れ
た
 11 

人
審
査
員
が
検
察
官
が
事
件
 

を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
の
よ
し
あ
し
 

を
審
査
し
ま
す
。
 

な
お
、
検
察
審
査
会
の
こ
と
を
詳
し
 

く
説
明
し
た
ビ
デ
オ
が
で
き
ま
し
た
。
 

貸
し
出
し
も
行
っ
て
ま
す
の
で
、
田
川
 

検
察
審
査
会
事
務
局
 
合
（
4
2
)
0
 

1
6
3
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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